
(この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください)

千円

国　庫 分担金
支出金 負担金

前年度 0 0

要求額 0 0

決定額 0 0

指導者養成・研修事業費

486１ 事 業 費 千円)(前年度予算額： 643

0 0 0

（１）要求の趣旨（現状と課題）

486

486

　県内のスポーツ指導者が、日本一はもちろん世界一を目指す選手を育成するための指導
力をつけることを目的とする。
　県スポーツ科学センター（GSSC）の平成27年度新設及び高地トレーニングエリアの平成
29年度拡大に伴い、これまでの指導者講習・研修において行われてきた一般論的な内容で
はなく、高地トレーニングの効果や、最新の科学的トレーニングに関する知識・ノウハウ
を広く県内指導者に提供することを目的としたスポーツ科学サポートを取り入れた専門性
の高い研修会を実施する。また、東京2020大会等における女性アスリートがあったよう
に、ジュニア層を含む女性アスリートが健康でパフォーマンスを発揮できる環境づくりの
一環として、女性アスリート（指導者）を対象にした研修会も引き続き実施する。

 ＜財源内訳＞

財 源 内 訳

事 業 名

 清流の国推進部 競技スポーツ課アスリート発掘・育成係

　平成24年度に開催したぎふ清流国体・ぎふ清流大会の経験から、アスリートの競技力向
上においては、有能な指導者の元での科学的トレーニングが有力であることが認識され
た。
　選手は、有能な指導者と最適な競技環境を求めて、全国各地の中学校・高校への入学や
企業への就職をする時代であり、特に科学的トレーニングのノウハウを指導者が取り入れ
ることは、世界的なスタンダードとなっている。

使用料 財　産区  分

手数料

0 0 0 0

事業費

643

寄附金

0

一　般
財　源

643

予 算 要 求 資 料

令和５年度当初予算

0

支出科目 款：総務費　項：企画開発費　目：スポーツ振興対策費

0

486

486

電話番号：058-297-7003

E-mail：c11173@pref.gifu.lg.jp

（２）事業内容

0 0 0 0

２ 要 求 内 容

収　入
その他 県　債

0



（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

　継続実施することにより効果が上がるものであり、同事業を継続する必要がある。

　「有」　優秀指導者養成事業

（４）事業主体及びその妥当性

決定額の考え方
　

４ 参 考 事 項

（１）各種計画での位置づけ

486

事業内容の詳細

講師謝金

講師旅費、打ち合わせ業務旅費

事務用品

郵便代

会場使用料

事業内容

報償費

旅費

　（公財）日本スポーツ協会・（公財）岐阜県スポーツ協会が、公認スポーツ指導者制度
に基づき資格認定と講習会を実施しているが、一般論が中心で本事業の特徴であるスポー
ツ科学サポートを取り入れた専門性の高い研修会は実施していない。

（２）国・他県の状況

47

19使用料

３ 事業費の積算 内訳

合計

金額

300

115

需用費

役務費

（３）後年度の財政負担

　「岐阜県清流の国スポーツ推進条例」において、指導者の養成は県の責務としている。
　「清流の国ぎふスポーツ推進計画」において、指導者養成講習会の充実を図るとしてい
る。

　指導者養成は、県の競技力向上に直結するため、県負担は妥当である。

　GSSCを指定管理するのは県であり、県が実施することは妥当である。
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（県単独補助金除く）

□

■

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

事業開始前 R3年度
(H26) 実績

0 124

○指標を設定することができない場合の理由

令
和
２
年
度

（これまでの取組内容と成果）

・指導者研修会を実施
　実施日：6月19日（土）、8月29日（日）、1月8日（土）　計３回
　人　数：計127名
　対象者：県内競技団体・総合型地域スポーツクラブ・スポーツ少年団
・中学校部活動・高等学校部活動の指導者

令
和
３
年
度

指標① 目標：130人 実績：124人 達成率：95.4 ％

令
和
４
年
度

・指導者研修会を実施
　実施日：6月19日（土）、8月29日（日）、1月8日（土）　計３回
　人　数：計124名
　対象者：県内競技団体・総合型地域スポーツクラブ・スポーツ少年団
・中学校部活動・高等学校部活動の指導者

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

令和６年度当初予算にて追加

①研修参加人数

120 130 130/年 95.4%

指標名
R4年度 R5年度 終期目標

②

目標 目標 (R6 ) 達成率

（目標の達成度を示す指標と実績）

事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

１ 事業の目標と成果

（事業目標）

　オリンピックなどの国際大会や各種国内大会に向けて、技術指導のみではなく、ス
ポーツ科学の視点からより効果的な科学的トレーニングを提供できる指導者を養成す
る。



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

（次年度の方向性）

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり
　２：期待どおりの成果あり
　１：期待どおりの成果が得られていない
　０：ほとんど成果が得られていない

(評価)

（今後の課題）

　県内競技団体への研修会案内・周知だけでなく、様々な広報の方法を工夫する必要
がある。また、最先端のスポーツ科学の先駆者や、顕著な実績をもつ指導者に講師依
頼をしていく必要がある。

(評価) 　オリンピアンの輩出には、優秀な指導者の存在が絶対条件であり、僅差の
勝負を勝ち抜き日本代表になるためには、スポーツ科学サポートの見識が必
要であるため、本事業が無ければオリンピアンの輩出は難しい。２

　県内競技団体・スポーツクラブ・スポーツ少年団・中学校部活動・高等学
校部活動の指導者が研修会に出席し、指導力及び健康管理の向上を図ること
ができた。２

組み合わせて実施する理由
や期待する効果 など

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよ
うに取り組むのか
　参加者アンケートを実施し、指導者ニーズを探り、それに応える研修会を計画す
る。

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
組み合わせ予定のイベント
又は事業名及び所管課 【○○課】

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

(評価) 　目標値達成に向けて、県内競技団体及びスポーツクラブ等への研修会案
内・周知の工夫、魅力ある講師の招聘に取り組む余地がある。

２

２ 事業の評価と課題


